
戸田市消防署東部分署
建て替えに関する説明会資料

戸田市消防本部 総務課



東部分署の現状と課題
東部分署は昭和48年に建築され、建築から約50年経過し
老朽化が進むとともに消防需要に対応するため、車両・
設備等を増やし狭隘化が著しい状況となっています。ま
た、昨今の異常気象等による災害対応、行政機能の重要
性や、人口減少社会における公共施設の最適配置等の観
点から庁舎としての消防活動
拠点機能の強化が必要となっ
ています。
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庁舎の老朽化・狭隘化
老朽化が進み各所で劣化が見受けられます。また、近年の消防需
要に対応するため狭隘化も著しい状況です。

【車庫内天井】【庁舎正面】 2



消防力の強化
敷地は集合住宅に挟まれ訓練中の声や車両の騒音等は周辺に配慮
する必要があります。また、屋内トレーニング室は十分な広さを
確保出来ていません。

【現状の周辺状況】 【トレーニング室】 3



安心の119番受信体制の整備
現在、本署には非常用電源設備が設置されていますが、近年の激
甚化する水害に対応するため電源設備の強靭化や指令センターは
導入から１１年が経過する令和７年度末を目途に更新が必要です。

【消防本部非常用電源設備】 【指令センター】

4



緊急体制の維持
新型コロナ感染症の流行により、救急体制の維持はこれまで以上
に重要となります。仮眠室の個室化、除染施設の整備等施設内の
各種感染症対策の強化が課題となります。

【仮眠室個室化イメージ】【東部分署仮眠室】
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【洗浄室イメージ】 6



戸田市消防としては、以前から抱えている課題である
「庁舎の老朽化・狭隘化」
「消防力の強化」に加え、
新たに抱える課題である
「安心の１１９番受信体制の整備」
「緊急体制の維持」を含めた課題について、総合的に解決を図る
ためには、個々に投資をして改修等を行うことは、コスト面や将
来的な施設管理面からも最適ではなく、最良の方法として東部分
署を建て替え、同時に指令センター機能を移設することが最良で
あるとの結論に至りました。 なお、新たな計画地の取得はコス
ト、立地面から困難であることから、本計画では既存敷地の中で
現在の東部分署の業務を継続しながら建て替えの検討を行うこと
としました。
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庁舎配置検討結果
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整備の基本方針
■消防活動拠点としての庁舎
・災害時に庁舎機能及び通信指令センター機能を維持し、災害対応機能を十分に発揮できる
よう、非常時でも電力、水等のライフラインの適切な確保が行え、自立できる設備を検討

■業務効率の良い庁舎
・消防力を強化するための訓練設備を検討
・各種感染症対策を講ずるための設備を検討

■市民に親しまれる庁舎
・外観は地域の街並みに調和した庁舎を検討
・市民向け講習会を実施できる設備を検討

■環境にやさしく経済性に優れた庁舎
・LED照明・人感センサーによる点灯システム・調光システム等の採用を検討し、消費電力
の縮減について検討
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Ａ３資料をご覧ください
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事業スケジュール
基本計画

基本設計

実施設計

車庫解体・新庁舎工事・旧庁舎解体

工事監理業務

家屋調査

供用開始

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

工事による建物の影響を調査するため、令和５年秋頃から家屋調査（事前
調査）を実施いたします。主に建物外観、外構の調査を行います。
※各戸への訪問は予定しておりません。
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説明会について

説明会資料につきましては、説明会終了後、市のホームページ
に公開いたします。

現在、実施設計（工事に向けた設計）を実施しています。
次回の説明会については、実施設計が完成する時期
（令和６年３月頃）に開催を計画しています。
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ご清聴ありがとうございました
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